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apricots，　and　cherries　tilte（i　to　the　left，　further　to　the　right　of　the
tablc，　at　the　c：entre　of　the　image．「lb　the　lcft　of　the　basket　are　two　　　エミール・ベルナール118641g川
walnuts，　a　lemon，　and　a　bui）ch　of　graP（｝s　with　its且eaves，　which　　　《吟遊詩人に扮した1’1画像》
are　a］so　placed　diag〔）nally。　The且emon　has　bcen　cut　in　half　with　its　　　　I8i！：lt1’1
peel　h・・gi・g　in　a・e・T・i－ci・d…w・・d・the　ce…e・f・h・imag…’lk・　1；1鷲ウアー7’
the　right　of　the　basket，　as　if　to　support　it，　is　a　mclon　that　has　been　　　　右ドに’X　g，（一、．トリ．1：1：ID
P・・Siy　・？ii・ed　t・sh（）w　the　’msid・・Fu「thel「il｛ht　p「e　twg　f．igs，°ne°f　Emi1。　Bernard　l　18、4　19川
wh・ch・s　c・t・pen・A且th・・gh　the・・1・u・mg　ls　st…9・lt　ls　n°t　f「ag’　S、仰θ〃、，、it，as，a　7）’（“tbado～“’
mented，　Unified　by　a　greenish　tonality，　red，　ydlow，　and　dark　blue　　　　18g2
are　added　as　effective　accents．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oil　oll　canvas
Thc　w・・den　tabl・ha・　three　］・vd・and・h・middl・panel・i・　曽粛ll】。w。r，i、ht、1、“ti1、．／、＿2，d　（s，i，di．、＿、、
signcd　C．DHEEM．f．　at　thc　edge，　with　the　D　and　H　entwined．　This　　　　P．199〔〕－1
signature　is　typical　of　Cornelis’early　years．　There　are　two　other　　　　provenanc｛．：
paintings（of　fruit　known　to　bear　the　same　signature，　A　Bouquet　of　　　c°］1・A111b「°ise　volla「（L　Paris；C・IL　R・1．unden・Enebyl）c’1’9（swc（len）・
Fruits〃o’～g〃’g　fro　rn　o／Vo〃ωith　o　Crucifix　and　A　Still－life　of　Fruit　　　　I三x　hlbiti｛〕n：　　　　　　　　　　　．　一
。。。L。dge（、ee．fig，」and　2）．1）Th・・e・th・ee　p・i・ti・g・c・・1d　b・　ん””～ビ1∫‘フ姻sala‘uPl’sala・！97b－】977・　n°」1一
器d鰍a器゜灘欝1贈m鑑1牒鼎黙ll鞭㌃1伽一・一一一～’・E…’・’・’・1’・ints，　1’arig．　．　lf）8・・
a且so　executed　around　the　same　date．　It　is　interesting　to　note　that　A
Bouquet　of　Fruits　Hanging　from　a　Nail　with　a　Crucifix　is　based　on
awo「k　simi1．9「iP　sublect（see’fi913）by　Co「？『hs’fathe「executed　　　平成2｛1こ度購入作品のこの《吟遊詩人に扮した自画像》は，エミ
9膿臨1騰、1論臼驚躍識゜認器欝：：一ル・べ・レナールがブルターニユ渥1｝纐・制作した一連の作品
lied　on　his　father　at　that　stage　and，　at　the　same　time，　how　he　was　　のうちの1点である。ベルナールが初めてブルターニュに赴きゴ
also　eage「to　disPlay　his　own　c「eativity’　（Tos　hiha「u　Nakamu「a）　　一ガンと会ったのは1886年，18歳の時であったが，それ以来画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家は，翌年1887年から92年にいたるまで，毎｛トのように春や夏
鴨。uquet　o，　Fruits　Hanging　from　a＿h　a　Crucifix，、。nd。1），P，i一をボン・タヴェン・サン・プリア・ク・プールデユなどの村で過ごし
　　vate　Collection，　oil　on　canvas，72．5×56．5cm；A　Sti〃－life・of・Eruit　o’～α　　　た。シュフネッケル，メイエル・デ・ハーン，シャルル・ラヴェル，
継献鼎：繍識購1そ，臨、1搬糊蹴’器識　フィリジェ，セリュジェなどの画家たちカs’，ゴーガンを囲んでこの
　ノat～Davidsi…・oP’cit’・PP」98’199・cat’no’35’　　　　　　　　　　　期間，制作に励んでいた。当初よりベルナールとゴーガンの関
2）National　Gallery　of　lreland，　inv．no．ll，　oi且on　canvas，85×65cm；
　　Exh．cat．，　Sam　Sega1，　Jan・Davidsz＿．　op．cit．，　pp．177．180，　cat．no．27．　　　係は必ずしもしっくりしたものではなかったと伝えられるが，1891
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年にはゴーガンと決定的に離反し，また，1893年以降はイタリア
＊繍囎器驕認膿翻i謂ln，9翻湘1謙磨a1やギi」シャ・トルコ・エジプト（19・4年まで滞在）・スペイン・・L’・8’，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外各地に滞在するようになるため，本作品の制作された1892
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年という年は，ベルナール自身にとって，まさにブルターニュ時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代の最後を飾る重要な年であったといえるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題は，このブルターニュ時代に特徴的な中世風のもので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森の中でリュートを奏でる吟遊詩人と，長いドレスに身を包み，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そぞろ．歩く細いプロポーションの二人の．貴’婦人の姿が表わされて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。ゴシックや初期ルネサンス，さらには18世紀の雅宴画など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の影響が1軍然一体となっているこうしたモティーフの作品を，ベ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルナールはブルターニュ時代に幾枚も描いており（《悪の華》，参
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考図1），・早いものは1888－89年頃にまでさかのぼり得るが，D完
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成度の点で，この作品は最も成功したもののひとつに数えられよ
参考図1
17
う。マットな調子で塗られた夢幻的な中間色の色彩は，人物や　　　ルナール自身の幼少期からの文学趣味によるが，19世紀前半
樹木の優雅な曲線と見事に調和している。絵具の筆触には僅か　　　のロマン主義絵画やトゥルバドゥール絵画の流行以降，モンティ
に「分割主義」や「点描」的な要素が見られる一方で，樹木の描　　　セリやセザンヌ，同時代のモーリス・ドニにいたるまで，数多くの
写や並置された太く短い筆のタッチなどには，1870年代後半か　　　画家に共通して見られる傾向でもあった。とりわけ，1870年の普
ら80年代のセザンヌの作品の強い影響が窺われる。しかし，全　　　仏戦争敗北以降，第三共和制下のフランスの文化界には，不
体としては，平塗りを用いて色面と輪郭線で作画していく綜合　　　安定な自己の存在証明を愛国的歴史趣味や文学趣味の中に確
主義の傾向も依然として顕著である。ただし，ベルナールが時　　　認しようとする傾向が常に見られた。ブルターニュという土地の
折用いる強烈なクロワゾニスムの手法は，ここでは影をひそめて　　　古い習俗と荒々しい風景にひかれて，画家たちが集まり始めた
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもこの時期以降のことであった。カトリックとケルトの文化が不
　こうした中世風のロマンチックな主題はもちろん，ひとつにはべ　　　思議な混清を見せるこの地に，画家たちの多くが回帰すべき出
18
自を見出したことは驚くにはあたらないだろう，，ベルナールがゴー　　　ル，シャルル・コッテやリュシアン・シモンなどの1紅要な作品群をも
ガンと共に，折にふれて描き出したさまざまなブルターニュの風　　　つ当館にとって，今1，：1ベルナールのブルターニュ時代の貴重な
物が，そのような新たな反近代i｛義的ロマンチシズムの産物で　　　作例が新たに加わ一）たことは，巴q880年代から20111：紀初頭にかけ
あったことは，1うまでもない、，他方，1890｛r，彼が初めてセザン　　　てのフランス絵1由iコレクションに，いっそうの幅と奥行きがあたえ
ヌについて，汲した論文の中で，セザンヌのロマンil義的作lllll　　　らオしたことを意味している。　　　　　　　　　　（高橋明也）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
群に属する《聖アントニウスの誘惑》（1873－75，パリ，オルセー
美術館）を人いに賞賛していることは興味深い。／”）技法のみなら　　　註
欄のLでも，こ・鵬1ベルナールが，セザンヌ…マ）・　i－1　11葵∵儲悩酬1澱鰍1懲1蒲1濫甥ll憾
義醗品に対して深・・関心を抱いていたこと瑚1三察されるから　禦（糊1櫻1壱。悌ッII携敷鼎1，1｝悟瀦縫
である。また，ベルナールは前年の1891年に出会ったサール・　　　　が代表rl勺作1ダllてある，、、　lll園の合奏1と．悪σ），1、｝、には共にリュ＿！、を弾く人
ペラダンの招きに応じて・こa）・1・には第1・1・1「薔鮒・展」に3点　、）燃：1；ll5111嘔11。“、＿！コ“＿，、／’ltiri，。。．、、87　G89D、　E。h．　c。t．，
の宗教的i・1題の作品を出品し，世紀．末の復古主．義的な唯美主　　　　・Emile　B（、rnard　1868．1g，11”，　Mannheim／Ams　terdam，1gg｛｝，　p．214
義の運動にも・きわめて接近していたことが矢・られている・・ll 　、）鳶ll11，。　S．il。。、・LeS。1－（＿。s。　IC，。、．（1892．1897，・，　P。r、，，
　　ところで画面に描かれている吟遊詩人の姿は，その特徴ある　　　　1991，　1）．7惨照。
髪型と顔立ちより撚すれ1ま画家の自画像であるのは確実であ　4）1！漕瓢版艦｛齢臨鶉l！：”’灘1鴇1〔瓢舗
るが（ベルナールは自画像を描くことを好み，40数点が現在まで　　　　4惨照1
確認されている），画家自身の手になる作胎帳（1・ve・t・i・e　l：t撫㍍クシ，ン、、は，すて、、エ，一。．へ，レナー，畷鯛乍1、1を
des　toiles　vendus　a　Mr．Vollard；Ie　22　mai　1901）には，単に　　　　見せる油彩IIIIi・’ハuジェンヌ．が所蔵されている（81　x　liso．5crn／P．1959－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）、、
「公園にて　　長身の二人の女性とギター奏者1）ans　le　parc：
Deux　1（）11gues　femmes，　un　guitariste」とのみ記されている。と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊
は言え，この同じ年の1892年に制作されたジャン・モレアスの詩　　　Self．portrait　as　a　Troubadour，　purchased　in　1ggO，　is　one　of　a　series
集『レ・カンティレーヌ』のための挿絵の中でベルナールはきわめ　　　of　works　Bernard　produced　while　he　was　staying　in　Brittany．　lt
て類似した構想を見せ・樹木と立ち騨水の下で悲恋に涙す　翻囎鉛凱瓢鵬濡謝臨a麟1翻£
る男の顔を表わしている（《私は噴水の音を聞く　　森の中で》，　　　spent　many　springs　or　f　ummers　in　such　villages　as　Pont－Aven，　St．
参考図2）。；）この当時ベルナールはシャルロット・ブリスという女性　　　Briac，　and　Le　Pouldu．　Schuffenecker，　Meyer　de　Haan，　Charles
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Laval，　Char且es　Fi且iger，　Paul　S6rusier，　and　other　artists　gathered
－一一・t－一一一一r．一一一1－一一一一参”・’図2　　　　　a・・und　G・ug・i・・nd　p・i・t・d　d・・i・9・thi・p・・i・d・lt　is　s°metimes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　said　that　Bernard　and　Gauguin　never　got　on　together　from　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　very　beginning．［n　l891，　Bernard　broke　away　from　Gauguin　for
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　good　and　from　l8930nwards，　he　travelled　abroad　to　Italy，　Greece，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Turkey，　Egypt（where　he　stayed　till　l904），　and　Spain．　The　year
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　1892，in　which　the　present　work　was　executed，　must　have　had　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　personal　significance　as　it　was　Bernard’s　last　year　in　Brittany．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　subject　is　a　medieval　one　characteristicρf　Bernard’s　pe－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　riod　in　Brittany．　A　troubadour　is　playing　his　lute　in　a　forest　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　two　elongated　women　in　long　dresses　strolling　by．　While　in　Britta－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・il　　　　lで識繍雛跳綴謙黙器躍監器謡1
｝撚：州 　li　　　黙紹1翻1・1、（逡1備1蝋認1㍊1灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　is　amongst　one　of　the　most　highly　accomplished．　The　use　of　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pale，　neutral　tonality　beautifully　matches　the　elegant　curves　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　the　figures　and　trees．　While　there　are　traces　of‘‘Divisionism”to　be
愚灘・賑臓il　　盤li灘騨繍難繍灘灘1
↓一一t’vt 　　　　　　　　　　　　　all・th，，e・i、・still。、t，。ng。1。ment・f　Sy・th・ti・m　i・th・fl・t・・1・u・
：熱徽灘欝繍1欝諺騰蒲麟欝i灘騰1鼎　
のいわゆる「愛の森le　Bois　d’Amour」であり，二人の女性の　　　　　One　of　the　sources　of　these　romantic　medieval　subjects　was
被り物は・19－ift紀塒のブルターニユの購衣装撚とさせ　瀦lr誰S，離織1鷲謝ε2舗蹴器，畠1：
　る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ever　since　the　early　nineteenth　century　continued　through　to
　　　ともあれ，きわめて折衷主義的な精神をもつ画家エミール・べ　　　Monticelli，　C6zanne，　Maurice　Denis，　Bernard’s　contemporary・and
ルナー・レの作品の研究は・ようやく近年始まったばかりでありv“黙離鑓瓢ll瀦i鼎黙黙：器c富
いまだ未知の部分は多く，この作品も例外ではない。しかしなが　　　1870，literary　circles　under　the　Third　Republic　in　France　constant一
ら，すでにゴーガンやセザンヌ，さらにはモーリス・ドニ，ボナー　　　ly　endeavoured　to　overcome　their　instability　through　nationalistic
19
